
168
平成 31 年 1 月 20 日
発行：三木市議会
　　　三木市上の丸町10番30号
　　　TEL ８２－２０００（代）

編集：市議会だより編集委員会みき
市議会だより

定例会
12月

▲ 下石野青友会による獅子舞（12月26日 かじやの里 メッセみき）

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を

晴
れ
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
か
ら
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

ま
た
、
旧
年
中
、
私
ど
も
市
議

会
に
賜
り
ま
し
た
ご
支
援
と
ご
協

力
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

新
し
い
年
を
迎
え
、
三
木
市
の

一
層
の
発
展
に
全
力
を
注
い
で
ま

い
り
た
い
と
心
新
た
に
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
本
年
も
何
と
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
近
年
、
全
国
各
地
で
自

然
災
害
が
発
生
し
、
昨
年
は
本
市

で
も
台
風
や
豪
雨
に
よ
る
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
幸
い
に
も
人
命

に
か
か
わ
る
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
予
期
せ
ぬ
災
害
の
発

生
に
備
え
、
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
た
め
の
対
策
に
継
続
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
少
子
高
齢
化
が
加
速
し
、

本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
を
迎
え

る
中
、
国
に
お
い
て
は
人
口
減
少

の
克
服
と
活
力
あ
る
社
会
を
維
持

し
て
い
く
た
め
、
全
力
を
挙
げ
て

取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
若
者
の
定

住
促
進
や
超
高
齢
社
会
へ
の
対
応
、

地
域
経
済
の
活
性
化
、
公
共
交
通

や
学
校
再
編
問
題
な
ど
、
多
く
の

課
題
を
抱
え
て
お
り
、
こ
う
し
た

課
題
を
克
服
し
て
い
く
た
め
に
は
、

こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
市
当
局
と

市
議
会
が
議
論
を
深
め
、
一
緒
に

な
っ
て
知
恵
を
絞
り
、
最
善
の
施

策
を
導
き
出
す
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

皆
様
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
十

分
に
お
聞
き
し
、
市
政
に
反
映
で

き
る
よ
う
精
一
杯
努
め
ま
す
と
と

も
に
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
し
、
引
き
続
き
議
会
改
革
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
実
り
多

い
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お

祈
り
申
し
あ
げ
ま
し
て
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

三木市議会議長

内 藤　博 史

本年もどうぞよろし く
お願い申しあげます

板
東

　聖
悟

大
眉

　
　均

吉
田

　克
典

草
間

　
　透

泉

　
　雄
太

堀

　
　元
子

大
西

　秀
樹

古
田

　寛
明

岸
本

　和
也

中
尾

　司
郎

藤
本

　幸
作

初
田

　
　稔

穂
積

　豊
彦

加
岳
井

　茂

松
原
久
美
子

内
藤

　博
史

（
三
木
市
議
会
議
席
順
）

　

議
員
は
、
公
職
選

挙
法
に
よ
り
、
市
内

の
人
に
答
礼
の
た
め

の
自
筆
に
よ
る
も
の

を
除
き
、
年
賀
状
な

ど
の
時
候
の
あ
い
さ

つ
状
を
出
す
こ
と
が

禁
止
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

ご
理
解
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。
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議案等の審議結果
議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決（賛成多数）
三木市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決（賛成多数）
一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定
人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定に準拠し、議員並びに市長、副市長及び教育長
の期末手当の支給率並びに一般職員の勤勉手当の支給率、給料月額等を改正する。

可決（全会一致）

三木市福祉医療費助成条例の一部を改正する条例の制定 可決（全会一致）
三木市火災予防条例の一部を改正する条例の制定
消防庁の通知に基づき、防火対象物に係る消防用設備等の設置状況が法令に違反するとき
は、その違反が是正されるまでの間、当該違反の内容を公表することができるよう、所要の
改正を行う。

可決（全会一致）

市営土地改良事業計画の変更（吉川町稲田地区） 可決（全会一致）
市営土地改良事業計画の変更（吉川町大畑地区） 可決（全会一致）
字の区域の変更 可決（全会一致）
訴えの提起について
市営住宅の家賃を長期間滞納している入居者に対し、当該住宅の明け渡し並びに滞納家賃
及び使用料相当損害金の支払いを求める訴えを提起する。

可決（全会一致）

条

例

等

平成30年度三木市一般会計補正予算（第5号）
予算の総額に歳入歳出それぞれ8億3,597万3千円を追加し、340億1,724万2千円とする。

（主な内容）
　・委員会室のマイク設備について、経年劣化により故障が頻発しているため、設備の更新
費用を追加。〔420万円〕

　・市史編さん事業について、当初は2028年度（平成40年度）までの計画であったものを、
2027年度（平成39年度）までと1年前倒ししたことに伴い、今年度の調査などを早期に終
わらせるため、協力者の謝礼や旅費を増額。〔299万5千円〕

　・ハートフルプラザみき2階及び3階の空調設備の改修費について、既存の庁舎管理事業の
改修工事費などから組み替える。〔750万円〕

　・前年度の生活保護費や子ども・子育て支援交付金の精算に伴う国・県への返還金を追加
〔8,806万4千円〕し、加えて、このたびの認定こども園等の保育料の過少請求に伴い、平成
27年度及び平成28年度分として国・県から交付された民間認定こども園等の運営費負担
金について、過大交付分を返還。〔4,292万3千円〕

　・平成31年4月7日に執行予定の県議会議員選挙において、3月中に行われる期日前投票の
投票管理者及び投票立会人の報酬を追加。〔16万2千円〕

　・国民年金費において、平成31年４月の制度改正に向けたシステム改修費を追加。〔64万2千円〕
　・老人福祉総務費において、人件費の補正などに伴い介護保険特別会計繰出金を減額。
〔909万円〕

　・高齢者の住宅改造助成事業について、申請件数が例年よりも増加していることから扶助
費を増額。〔150万円〕

　・特別養護老人ホームの施設改修に係る補助金の確定により増額。〔420万円〕
　・今年度の認定こども園等の利用実績に合わせ、扶助費を増額。〔9,989万1千円〕
　・イノシシなどによる農業被害を防止するため、集落が設置する電気柵等の設置補助金に
ついて、当初の見込額を上回ったことから、有害鳥獣対策事業補助金を増額〔632万5千

可決（全会一致）

おもな内容
P２～３

P４～12

P13

P14～15
P16

●定例会のあらまし
●議案等の審議結果
●意見書
●賛否が分かれた案件
●質疑・一般質問
●委員会視察報告
●行政視察の受入
●�議会報告会を開催しました
●�決算特別委員会審査報告（抜粋）
● �３月定例会のお知らせ

12月定例会のあらまし
12月定例市議会は、11月29日から12月21日まで23

日間の日程で開かれました。
11月29日には、閉会中の継続審査となっていた平

成29年度各会計の決算議案8件のうち、4件を賛成多
数、4件を全会一致で認定しました。

また、市長から平成30年度一般会計補正予算など
議案13件が提案されました。

12月10日、11日及び12日には、質疑・一般質問を
行いました。

21日には、議案13件のうち、2件を賛成多数、11件
を全会一致で可決するとともに、請願2件について1
件を不採択、1件を継続審査としたほか、意見書1件
を可決しました。

予

算
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　　円〕するとともに、台風による被害を受けた野菜ハウス、ぶどう棚等の農業生産施設の復
旧を支援するため、生産農家への補助金を追加。〔5,030万円〕

　・県が宿原南ヶ丘地区で実施している県営急傾斜地崩壊対策事業について、工事を前倒し
で施工することが決定したため、県への工事負担金を増額。〔600万円〕

　・細川町内の大日橋の老朽化が著しいことから、補修のための工事費を既存の橋梁設計委
託料から組み替える。〔1,600万円〕

　・平成30年3月に焼失した神戸電鉄粟生線三木駅の再生に向け、駅舎及び利便施設の基本
設計委託料を追加。〔300万円〕

　・このたびの台風で一部損壊した住宅の補修・建設に対する被災者生活再建支援補助金を
増額。〔30万円〕

　・肢体不自由や知的障がいなどがある児童・生徒に対応するため、来年度、新たに特別支援
学級を開設する小・中学校などに必要な設備を整備するため、小学校管理費、中学校管理
費及び幼稚園管理費の改修工事費及び備品購入費を追加〔773万円〕するとともに、平田
小学校にエレベーターなどを設置するための設計委託料を追加〔430万円〕。

　・台風により被災した小学校1校・中学校3校の校舎の屋上防水シートなどを補修するた
め、小学校管理費〔300万円〕、中学校管理費〔1,200万円〕を追加。

　・平井山の国史跡・秀吉本陣跡の倒木処理費を追加。〔50万円〕
　・口吉川町公民館の屋根改修費を追加。〔1,000万円〕
　・台風により被害を受けた道路、河川や公園施設の復旧費を増額。〔8,875万円〕
　・農地・水路・農道・ため池合わせて135件の復旧費を増額。〔3億9,920万円〕
平成30年度三木市介護保険特別会計補正予算（第２号） 可決（全会一致）
平成30年度三木市水道事業会計補正予算（第１号） 可決（全会一致）
平成30年度三木市下水道事業会計補正予算（第２号） 可決（全会一致）

下記の事項を政府に要望しました。� （平成 30 年 12 月 21 日可決、同日提出）

◆防災・減災に資するインフラ整備促進のための財源確保等具体的な対策を求める意見書◆
１　�平成 30 年 ７ 月豪雨、台風第 21 号など、激甚化・多発化する災害を踏まえ、防災事業を計画的に実

施していくため、治水対策、土砂災害対策、道路防災対策等に必要な予算措置を講ずること。
２　�がけ崩れへの減災対策等を推進するにあたり、急傾斜地崩壊対策事業における採択基準の緩和を図
るとともに、受益者負担の軽減を図ること。

３　�災害時の機能保全、安全性確保の観点からも、社会基盤施設の老朽化対策や適正な維持管理に必要
な予算措置を講ずること。

４　�「国難」をもたらす巨大災害に備え、発災後の救援支援活動への支障や社会経済活動の機能不全な
どを回避するために必要となる交通・運輸基盤の整備を促進すること。

政 府 に 要 望 （要旨）

平成29年度三木市一般会計歳入歳出決算 認定（賛成多数）
平成29年度三木市国民健康保険特別会計歳入歳出決算 認定（賛成多数）
平成29年度三木市介護保険特別会計歳入歳出決算 認定（賛成多数）
平成29年度三木市農業共済事業特別会計決算 認定（全会一致）
平成29年度三木市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算 認定（賛成多数）
平成29年度三木市学校給食事業特別会計歳入歳出決算 認定（全会一致）
平成29年度三木市水道事業会計決算 認定（全会一致）
平成29年度三木市下水道事業会計決算 認定（全会一致）

治安維持法犠牲者国家賠償法（仮称）の制定を求める請願
（平成29年3月定例会からの継続審査） 継続審査（全会一致）

国民健康保険税の引き下げを求める請願 不採択（賛成少数）

決

算

請

願

防災・減災に資するインフラ整備促進のための財源確保等具体的な対策を求める意見書 可決（全会一致）
意
見
書
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地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画

　
　

三
木
市
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
の
策
定
に
当
た

り
、
三
木
市
バ
ス
交
通
の
見
直

し
方
針
案
が
提
出
さ
れ
た
が
、

①
市
が
考
え
る
公
共
交
通
の
あ

り
方
に
つ
い
て
問
う
。

②
路
線
変
更
や
廃
止
に
伴
う
代

替
案
に
つ
い
て
問
う
。

　
　

①
今
後
、
高
齢
化
が
進
み

公
共
交
通
の
重
要
性
が
一

層
増
す
中
、
人
口
減
少
社
会
を

迎
え
、
財
政
面
で
厳
し
い
状
況

が
続
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

こ
の
た
び
の
三
木
市
地
域
公
共

交
通
網
形
成
計
画
案
の
策
定
に

お
い
て
は
、
一
定
の
サ
ー
ビ
ス

水
準
を
維
持
し
つ
つ
も
、
さ
ら

な
る
効
率
化
を
図
る
こ
と
を
念

問答

頭
に
、
利
用
実
態
に
即
し
た
公

共
交
通
の
運
行
形
態
を
検
討

し
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
移

動
手
段
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
将
来
に
わ
た
る
市
の
財
政

負
担
に
も
配
慮
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

②
路
線
の
変
更
、
廃
止
な
ど
に

つ
い
て
は
、
市
民
生
活
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、

慎
重
に
検
討
す
る
。

　

そ
の
上
で
、
路
線
の
変
更
、

廃
止
な
ど
に
伴
う
代
替
策
と
し

て
は
、
現
段
階
に
お
い
て
、
鉄

道
駅
及
び
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
か

ら
の
乗
継
ぎ
に
よ
る
移
動
手
段

の
確
保
、
バ
ス
交
通
の
見
直
し

に
よ
り
削
減
し
た
経
費
の
一
部

を
活
用
し
た
福
祉
施
策
と
し
て

の
タ
ク
シ
ー
運
賃
助
成
等
の
拡

充
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
の
代
替
案
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
バ
ス
交
通
の
見
直
し
と
あ

わ
せ
て
十
分
に
検
討
を
行
う
。

　
　

膨
大
な
資
料
を
会
議
当
日

に
説
明
さ
れ
て
も
理
解
す

る
の
は
困
難
で
あ
る
の
で
、
今

後
開
催
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
住
民

説
明
会
の
際
に
は
、
事
前
に
資

料
を
示
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

現
在
１
月
以
降
に
住
民
説

明
会
の
開
催
を
予
定
し
て

い
る
。
各
区
長
と
日
程
調
整
に

入
っ
て
い
る
段
階
に
あ
る
が
、

膨
大
な
資
料
の
全
て
を
出
す
つ

も
り
は
な
く
、
ポ
イ
ン
ト
を

絞
っ
た
分
か
り
や
す
い
資
料
を

別
途
作
成
す
る
。

家
庭
ご
み
の
収
集

　
　

市
で
は
現
在
、
家
庭
ご
み

を
地
域
の
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
持
っ
て
行
け
な
い
高
齢

者
や
障
が
い
者
の
方
々
に
対
し

て
、
個
別
に
ご
み
を
収
集
す
る

「
ふ
れ
あ
い
収
集
」
制
度
を
導

入
し
て
い
る
が
、

①
ふ
れ
あ
い
収
集
の
現
状
と
利

用
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
に
つ

い
て
問
う
。

②
行
政
が
で
き
な
い
場
合
で
あ

れ
ば
民
間
活
用
の
制
度
導
入
に

つ
い
て
問
う
。

　
　

①
平
成
23
年
４
月
か
ら
ふ

れ
あ
い
収
集
を
実
施
し
て

お
り
、
対
象
と
な
る
世
帯
は
、

問答問答

賛成＝○　反対＝●賛 否 が 分 か れ た 案 件

件　　　名

よつ葉の会
（４名）

三木新党
（３名）

公政会
（２名）

公明党
（２名）

日本共産党
（２名）

志公
（１名）

走 政
クラブ
（１名）

みき未
来の会
（１名） 議

決
結
果

穂
積
　
豊
彦

初
田
　
　
稔

草
間
　
　
透

吉
田
　
克
典

加
岳
井
　
茂

堀
　
　
元
子

泉
　
　
雄
太

藤
本
　
幸
作

中
尾
　
司
郎

内
藤
　
博
史

松
原
久
美
子

大
眉
　
　
均

板
東
　
聖
悟

大
西
　
秀
樹

古
田
　
寛
明

岸
本
　
和
也

平成29年度一般会計歳入歳
出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※1 
議 

長

○ ● ● ○ ○ ○ 認定

平成29年度国民健康保険特
別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ 認定

平成29年度介護保険特別会
計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ 認定

平成29年度後期高齢者医療事
業特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ 認定

議会の議員の議員報酬及び費用
弁償等に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ 可決

三木市長等の給与に関する条
例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ 可決

国民健康保険税の引き下げを
求める請願 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● 不採択

※ 1　内藤博史議員（公明党）は議長職のため、表決権はありません。

質
疑
・
一
般
質
問

よ
つ
葉
の
会

　
　
　
　

草
間　

透

　

12
月
10
日
、11
日
、12
日
に
質
疑
・一
般
質
問
が
行
わ
れ
、

11
人
の
議
員
が
質
問
に
立
ち
、
議
案
を
は
じ
め
市
政
全

般
に
わ
た
り
理
事
者
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。
そ
の

中
か
ら
主
な
内
容
を
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。
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の
取
得
に
係
る
債
務
負
担
行
為

を
削
除
す
る
と
と
も
に
、
若
手

職
員
に
よ
る
検
討
会
に
お
い
て

活
用
案
を
再
検
討
し
、
30
年
４

月
に
は
有
名
店
を
集
め
た
飲
食

店
街
並
び
に
ホ
テ
ル
、
コ
ン
テ

ナ
を
活
用
し
た
多
目
的
空
間
の

２
案
が
提
出
さ
れ
た
。

　

後
者
の
コ
ン
テ
ナ
を
活
用
し

た
多
目
的
空
間
に
つ
い
て
は
、

企
業
等
へ
の
意
向
確
認
や
多
数

の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
な
た

め
、
ホ
テ
ル
誘
致
案
に
絞
り
検

討
を
進
め
る
こ
と
と
し
、
三
木

市
周
辺
で
展
開
中
の
ホ
テ
ル
事

業
者
数
社
に
対
し
意
向
確
認
を

行
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
当
該
土

地
に
ホ
テ
ル
を
建
設
す
る
意
向

は
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

今
後
は
30
年
度
内
を
め
ど
に
、

取
得
も
含
め
た
取
り
扱
い
に
つ

い
て
の
方
針
を
決
定
す
る
。
な

お
、
方
針
決
定
に
際
し
て
は
地

元
の
住
民
の
方
々
に
対
し
、
十

分
な
説
明
を
行
う
。

　
　

そ
の
前
に
一
度
今
ま
で
の

経
緯
に
つ
い
て
の
説
明
を

行
う
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
　

そ
の
た
め
の
説
明
の
場
と

し
て
市
政
懇
談
会
を
開
催

し
た
と
い
う
認
識
だ
が
、
必
要

で
あ
る
な
ら
改
め
て
地
域
の
方

に
ご
意
見
を
お
伺
い
し
た
い
。

問答

ご
み
を
自
ら
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
へ
持
ち
出
す
こ
と
が
困
難
で

援
助
し
て
も
ら
え
る
方
が
い
な

い
世
帯
、
お
お
む
ね
65
歳
以
上

で
介
護
保
険
の
要
介
護
２
以
上

な
ど
の
世
帯
、
介
護
保
険
法
の

訪
問
介
護
、
ま
た
は
障
害
者
自

立
支
援
法
の
居
宅
介
護
を
利
用

さ
れ
て
い
る
世
帯
の
全
て
の
条

件
に
該
当
す
る
世
帯
で
、
平
成

30
年
度
は
11
月
末
現
在
で
63
世

帯
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

現
行
制
度
が
よ
う
や
く
定
着

し
利
用
者
が
年
々
増
加
し
つ
つ

あ
る
こ
と
か
ら
、
直
ち
に
対
象

範
囲
を
広
げ
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。

②
ふ
れ
あ
い
収
集
は
環
境
課
の

職
員
２
名
で
対
応
を
し
て
い

る
。
ご
み
出
し
支
援
を
す
る
民

間
団
体
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

今
後
対
象
者
と
な
る
高
齢
者
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
状
況
を
判
断
し
な
が
ら
民

間
委
託
も
含
め
、
市
民
協
議
会

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
、
民
間
団

体
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
検
討
し
た
い
。

三
木
新
党

　
　
　
　

堀　

元
子

緑
が
丘
駅
前
の
再
開
発

　
　

緑
が
丘
地
区
で
は
、
住
環

境
の
よ
さ
を
生
か
し
た
駅

前
再
開
発
に
よ
っ
て
若
い
世
代

の
流
入
を
積
極
的
に
図
る
こ
と

で
に
ぎ
わ
い
を
つ
く
り
、
あ
わ

せ
て
神
戸
電
鉄
粟
生
線
の
利
用

者
増
を
望
む
声
が
多
い
。

そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
29
年

３
月
に
駅
の
北
東
に
あ
る
第
１

種
低
層
住
宅
専
用
地
約
二
千
坪

の
土
地
購
入
に
係
る
債
務
負
担

行
為
が
設
定
さ
れ
た
が
、
同
年

12
月
に
削
除
さ
れ
た
。
市
の
若

手
職
員
に
よ
る
検
討
委
員
会
を

設
置
し
て
駅
前
再
開
発
に
つ
い

て
検
討
を
行
う
と
の
当
局
の
答

弁
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
経
過

に
つ
い
て
問
う
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
地
元
と

の
協
議
も
含
め
て
、
当
該
土
地

の
弾
力
的
な
利
活
用
に
つ
い
て

今
後
の
方
針
を
問
う
。

　
　

29
年
度
ま
で
集
合
住
宅
の

建
設
を
計
画
し
て
い
た
が
、

緑
が
丘
地
域
内
で
空
き
家
、
空

き
地
が
増
加
し
、
こ
れ
ら
を
活

用
す
る
施
策
を
優
先
す
べ
き
と

い
う
考
え
の
も
と
、
当
該
土
地

問答

み
き
っ
こ
ラ
ン
ド

　
　

①
施
設
の
利
用
者
数
に
つ

い
て
問
う
。

　

ま
た
、
市
外
か
ら
も
大
勢
の

利
用
が
あ
り
盛
況
だ
が
、
駐
車

ス
ペ
ー
ス
は
十
分
に
確
保
で
き

て
い
る
の
か
。

②
周
辺
に
飲
食
店
が
少
な
い
と

の
指
摘
が
あ
る
が
、
都
市
計
画

の
変
更
で
飲
食
店
を
呼
び
寄

せ
、
市
内
で
の
消
費
を
促
す
こ

と
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

①
み
き
っ
こ
ラ
ン
ド
は
有

料
施
設
で
な
い
た
め
実
数

は
把
握
で
き
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
現
在
体
育
館
北
側
駐

問答

車
場
約
３
０
０
台
、
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
前
駐
車
場
約
55
台
、
弓
道

場
前
駐
車
場
約
１
０
０
台
、
三

木
東
中
学
校
北
側
駐
車
場
約

１
７
０
台
、
合
計
約
７
０
０
台

の
駐
車
場
が
あ
る
。各
種
大
会
、

イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
時
に
は
施

設
に
近
い
体
育
館
北
側
駐
車
場

及
び
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
前
駐
車
場

は
満
車
に
な
る
が
、
他
の
駐
車

場
に
つ
い
て
は
ま
だ
空
き
が
あ

る
状
況
で
あ
る
。

②
三
木
山
総
合
公
園
内
に
、
屋

台
的
な
形
態
で
４
店
舗
が
出
店

し
て
い
る
が
十
分
と
は
言
え
な

い
た
め
、
都
市
公
園
に
お
け
る

民
間
の
活
力
を
生
か
し
た
新
た

な
整
備
管
理
手
法
で
あ
る

※
パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
活
用

し
て
、
事
業
者
に
よ
る
飲

食
店
等
の
建
設
及
び
出
店

の
検
討
を
行
う
。

　

ま
た
、
三
木
山
総
合
公

園
周
辺
は
市
街
化
調
整
区

域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

新
た
な
飲
食
店
の
建
設
は

困
難
だ
が
、
市
と
し
て
も

市
役
所
周
辺
の
賑
わ
い
を

図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
現
在
見
直
し
中

の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
お
い
て
、
計
画
的

な
土
地
利
用
の
検
討
を
進

▲ �大勢の来場者でにぎわうみきっこランド

みき市議会だより１６８号
平成３０年１２月定例会5



延
長
の
申
し
入
れ
を
行
っ
て
い

る
。

　
　

路
線
延
伸
が
実
現
し
た
場

合
は
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

や
バ
ス
の
待
合
所
を
兼
ね
た
ミ

ニ
道
の
駅
な
ど
を
設
置
し
、
地

域
を
よ
り
活
性
化
す
る
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
の
か
。

　
　

地
元
特
産
物
の
販
売
に
し

て
も
経
費
が
必
要
と
な
る

話
で
あ
る
の
で
、
ま
ず
は
地
域

で
意
見
を
ま
と
め
て
い
た
だ
い

た
後
に
、
行
政
も
一
緒
に
建
設

の
是
非
に
つ
い
て
議
論
し
た
い
。

公
明
党

　
　
　

松
原
久
美
子

指
定
外
避
難
所
の
対
応

　
　

①
在
宅
、
車
中
、
公
園
な

ど
で
避
難
を
し
て
い
る
指

定
外
避
難
所
の
掌
握
と
支
援
に

つ
い
て
問
う
。

②
防
災
ア
プ
リ
「
ツ
ナ
ガ
ル
＋

（
プ
ラ
ス
）」
の
導
入
に
つ
い
て

の
市
の
考
え
を
問
う
。

　
　

①
10
地
区
の
公
民
館
及
び

三
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
在
宅
避
難
者

の
把
握
を
行
う
が
、
そ
の
た
め

に
は
被
災
者
や
地
元
住
民
か
ら

の
通
報
が
頼
り
で
あ
り
、
時
間

問答問答

め
る
方
針
で
あ
る
。

公
政
会

　
　
　
　

中
尾
司
郎

学
校
再
編

　
　

①
平
成
30
年
12
月
下
旬
の

総
合
教
育
会
議
で
小
中
一

貫
校
や
義
務
教
育
学
校
と
い
っ

た
市
の
将
来
像
を
議
論
す
る
と

さ
れ
て
い
る
が
、
基
本
的
な
考

え
方
に
つ
い
て
問
う
。

②
統
合
後
の
通
学
の
基
本
的
な

考
え
方
に
つ
い
て
問
う
。

③
細
川
町
豊
か
な
町
づ
く
り
推

進
協
議
会
か
ら
要
望
書
が
提
出

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
内
容
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
対
処
す
る
の

か
を
問
う
。

　
　

①
12
月
の
総
合
教
育
会
議

で
は
小
中
一
貫
校
、
義
務

教
育
学
校
に
再
編
し
て
い
く
全

体
案
が
主
な
内
容
と
な
る
。
再

編
の
パ
タ
ー
ン
や
お
お
よ
そ
の

学
校
の
位
置
な
ど
、
事
務
局
案

を
示
す
。
地
域
の
意
見
も
お
聞

※
パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ

　

飲
食
店
・
売
店
等
の
施
設
の

設
置
と
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
収

益
を
活
用
し
た
周
辺
の
園
路
・

広
場
等
の
整
備
や
改
修
等
を

一
体
的
に
行
う
者
を
、
公
募
に

よ
り
選
定
す
る
「
公
募
設
置
管

理
制
度
」
の
こ
と
。

問答

き
し
、
学
校
再
編
の
全
体
像
に

つ
い
て
は
時
間
を
か
け
て
進
め

て
い
く
。

②
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
第
一

に
、
社
会
性
の
育
成
な
ど
も
観

点
に
入
れ
つ
つ
、
地
域
ご
と
に

さ
ま
ざ
ま
な
実
態
が
あ
る
た

め
、
地
域
や
保
護
者
の
方
と
の

意
見
交
換
を
経
て
決
定
す
る
。

③
地
域
の
要
望
と
し
て
は
、
小

学
校
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

の
関
係
か
ら
存
続
し
、
中
学
校

は
統
合
も
や
む
を
得
な
い
と
考

え
る
が
、
三
木
中
学
校
と
の
統

合
を
希
望
す
る
意
見
が
多
い
と

い
う
こ
と
。
校
区
の
拡
大
に
伴

い
、
安
全
な
通
学
方
法
の
検
討

と
児
童
・
生
徒
や
保
護
者
へ
の

負
担
増
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
。
防
災
拠
点
、
将
来
の

ま
ち
づ
く
り
、
跡
地
の
有
効
活

用
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

こ
れ
ら
は
総
合
教
育
会
議
の

委
員
及
び
学
校
再
編
検
討
会
議

の
委
員
に
配
布
し
て
お
り
、
議

論
を
行
う
上
で
の
参
考
と
し
て

い
る
。

　
　

学
校
再
編
の
全
体
像
を
具

体
的
に
示
さ
な
い
と
何
度

も
統
合
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

総
合
教
育
会
議
に
お
い

て
、
将
来
の
子
ど
も
の
人

問答

口
推
計
、
学
校
の
適
正
規
模
、

地
域
性
を
考
慮
し
て
学
校
を
５

校
程
度
と
し
た
。
人
口
減
少
に

よ
り
１
学
年
に
つ
き
２
学
級
を

維
持
で
き
な
い
可
能
性
も
想
定

す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
さ
ら
に

こ
れ
を
統
合
す
る
と
い
う
考
え

は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

　
　

統
合
し
た
場
合
の
通
学
方

法
と
し
て
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
運
行
と
と
も
に
路
線
バ
ス

の
利
用
も
検
討
さ
れ
て
い
る

が
、
路
線
バ
ス
で
は
低
学
年
児

童
の
安
全
面
及
び
体
力
的
な
負

担
や
保
護
者
の
費
用
負
担
等
に

問
題
が
あ
り
適
切
で
は
な
い
と

考
え
る
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
が
不
可
欠
で
は
な
い
の

か
。

　
　

地
域
性
、
地
理
性
の
問

題
も
あ
る
た
め
、
費
用

負
担
の
点
も
含
め
て
、
地
域

の
皆
様
と
協
議
を
重
ね
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

バ
ス
交
通
の
見
直
し

　
　

①
平
井
山
ぶ
ど
う
園
前

～
恵
比
須
駅
ル
ー
ト
を

細
川
町
公
民
館
前
ま
で
延
長

す
る
こ
と
に
つ
い
て
問
う
。

②
ネ
ス
タ
リ
ゾ
ー
ト
神
戸
～

神
戸
ル
ー
ト
を
細
川
町
公
民

館
前
ま
で
延
長
す
る
こ
と
に

問答問

つ
い
て
問
う
。

　
　

①
バ
ス
事
業
者
間
の
運
行

エ
リ
ア
の
調
整
、
限
ら
れ

た
台
数
で
の
運
行
の
可
否
、
運

転
者
の
確
保
な
ど
多
く
の
課
題

へ
の
対
応
が
必
要
に
な
る
が
、

路
線
延
長
は
地
域
の
要
望
と
し

て
市
と
し
て
も
重
く
受
け
と
め

て
お
り
、
バ
ス
交
通
の
見
直
し

方
針
案
に
お
い
て
も
見
直
し
対

象
に
含
め
て
い
る
。
今
後
路
線

の
延
長
に
つ
い
て
バ
ス
事
業
者

と
の
協
議
を
進
め
て
い
く
。

②
こ
の
路
線
自
体
は
神
姫
バ
ス

株
式
会
社
の
自
主
運
行
路
線
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
同
社
に

答

▲ �市内を運行する路線バス
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正
規
職
員
の
役
割
分
担
の
見
直

し
及
び
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
向

上
の
た
め
の
管
理
職
研
修
等
に

取
り
組
む
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
そ
れ
ら
の
取
組
に
つ
い
て

の
評
価
を
問
う
。

　
　

長
時
間
労
働
の
状
況
に
つ

い
て
は
常
に
部
長
会
で
情

報
を
共
有
し
て
お
り
、
必
要
に

応
じ
て
事
務
配
分
の
見
直
し
を

指
示
す
る
と
と
も
に
、
非
常
勤

職
員
を
含
め
た
職
員
の
採
用
や

配
置
転
換
及
び
各
部
か
ら
の
応

援
に
よ
り
職
員
の
負
担
軽
減
を

図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
事
務
の
効
率
化
に
必

要
な
視
点
と
し
て
、
廃
止
、
削

減
、
容
易
化
、
機
械
化
の
４
つ

の
原
則
を
示
し
、
事
務
改
善
を

促
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
職
員
の
事
務
軽
減
の

た
め
、
外
部
へ
の
業
務
の
委
託

な
ど
を
今
後
も
積
極
的
に
進
め

て
い
き
、
そ
れ
と
と
も
に
、
Ａ

Ｉ
（
人
工
知
能
）
や
※
Ｒ
Ｐ
Ａ

を
利
用
し
た
業
務
の
自
動
化
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

さ
ら
に
、
非
常
勤
職
員
に
つ

い
て
も
、
引
き
続
き
臨
時
的
か

つ
応
急
的
に
任
用
し
て
い
き
た

い
。

　

ま
た
、
時
間
外
勤
務
の
事
前

申
請
の
運
用
に
つ
い
て
も
改
善

答

を
要
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

た
め
、
先
進
事
例
も
研
究
し
、

有
効
な
方
法
を
検
討
す
る
。

　

な
お
、
指
定
外
避
難
者
に
対

す
る
市
の
支
援
と
し
て
は
、
掌

握
し
た
人
数
分
の
非
常
用
食
料

や
必
要
な
応
急
物
資
を
配
給
す

る
計
画
で
あ
る
。
避
難
所
を
物

資
供
給
の
拠
点
と
し
、
地
域
住

民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
協

力
を
得
て
配
布
を
行
う
。

②
大
規
模
災
害
ほ
ど
必
要
な
物

資
、量
の
判
断
が
困
難
に
な
る
。

ま
た
、
被
災
地
か
ら
の
通
信
が

途
絶
し
、
業
務
に
従
事
で
き
る

職
員
が
不
足
す
る
こ
と
も
予
想

さ
れ
る
。

　

そ
の
た
め
、
指
定
外
避
難
所

の
情
報
を
迅
速
か
つ
正
確
に
収

集
す
る
こ
と
に
加
え
、
災
害
発

生
時
の
情
報
管
理
体
制
を
強
化

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
先
進

事
例
を
研
究
し
、
効
率
的
な
情

報
収
集
及
び
市
か
ら
の
情
報
発

信
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
　

福
岡
市
の
防
災
ア
プ
リ
の

よ
う
な
仕
組
み
の
導
入
は

検
討
で
き
な
い
の
か
。

　
　

他
の
先
進
事
例
も
研
究
し
、

三
木
市
に
最
適
な
仕
組
み

で
あ
れ
ば
積
極
的
に
導
入
す
る
。

※
フ
レ
イ
ル
予
防

問答

　
　

予
防
基
準
を
示
し
た
指
針

を
策
定
し
、
生
活
機
能
評

価
、
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
行

う
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　

三
木
市
で
は
フ
レ
イ
ル
予

防
と
し
て
み
っ
き
ぃ
☆
い

き
い
き
体
操
、
み
っ
き
ぃ
☆
に

こ
に
こ
体
操
な
ど
の
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。

　

み
っ
き
ぃ
☆
い
き
い
き
体
操

は
日
常
生
活
に
必
要
な
筋
力
を

身
に
つ
け
る
も
の
で
、
住
み
な

れ
た
地
域
で
仲
間
と
一
緒
に
体

操
を
楽
し
み
、
よ
り
生
き
生
き

と
過
ご
す
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
み
っ
き
ぃ
☆
に

こ
に
こ
体
操
は
、
か
む
、

飲
む
、
そ
し
て
飲
み
込
む

力
の
低
下
を
防
止
し
、
い

つ
ま
で
も
お
い
し
く
食
べ

る
、
楽
し
く
会
話
で
き
る

よ
う
、
口
腔
機
能
の
向
上

を
目
的
と
し
た
体
操
で
あ

る
。

　

今
後
、
市
で
は
国
の
専

門
機
関
な
ど
が
示
す
フ
レ

イ
ル
予
防
に
関
す
る
指
針

を
踏
ま
え
、
食
育
推
進
計

画
、
高
齢
者
福
祉
計
画
、

介
護
保
険
事
業
計
画
な
ど

の
改
正
時
に
、
フ
レ
イ
ル

予
防
の
３
つ
の
観
点
で
あ

問答

る
運
動
、
栄
養
、
社
会
参
加
な

ど
を
盛
り
込
む
と
と
も
に
、
フ

レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
、
い
わ
ゆ
る

生
活
機
能
評
価
に
つ
い
て
は
、

簡
単
に
確
認
で
き
る
よ
う
実
施

に
向
け
取
り
組
む
。

　
　

公
益
財
団
法
人
長
寿
科
学

振
興
財
団
が
運
営
す
る
健

康
長
寿
ネ
ッ
ト
に
フ
レ
イ
ル
の

診
断
方
法
や
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ

ク
の
方
法
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
自
分
で
の
チ
ェ
ッ
ク
も
可

能
だ
が
、
市
と
し
て
の
Ｐ
Ｒ
や

利
用
促
進
に
活
用
で
き
な
い

か
。 問

　
　

市
と
し
て
は
、
フ
レ
イ
ル

に
特
化
し
た
部
分
は
も
ち

ろ
ん
、
そ
れ
に
至
る
ま
で
の
生

活
習
慣
病
、
重
症
化
の
予
防
と

い
っ
た
健
康
相
談
も
含
め
て
健

康
増
進
課
で
実
施
し
て
お
り
、

今
後
は
介
護
保
険
課
と
健
康
増

進
課
の
両
課
が
連
携
し
、
フ
レ

イ
ル
予
防
を
推
進
し
た
い
。

　
　

そ
の
両
課
以
外
の
課
と
の

連
携
は
図
ら
な
い
の
か
。

　
　

ま
ず
は
健
康
福
祉
部
内
で

連
携
を
図
り
、
そ
れ
か
ら

議
員
指
摘
の
よ
う
に
民
間
団
体

等
と
も
連
携
を
図
る
。

よ
つ
葉
の
会

　
　
　
　

吉
田
克
典

職
員
の
働
き
方
改
革

　
　

時
間
外
勤
務
の
削
減
に
つ

い
て
、
以
前
の
本
会
議
で

は
、
職
員
と
の
面
談
に
よ
る
課

題
の
洗
い
出
し
と
情
報
共
有
、

効
率
化
・
合
理
化
に
向
け
た
事

務
事
業
の
見
直
し
、
正
規
、
非

答問答※
フ
レ
イ
ル

　

加
齢
と
と
も
に
栄
養
状
態

や
筋
力
、
認
知
機
能
な
ど
が
低

下
し
、
健
常
な
状
態
と
要
介
護

状
態
の
中
間
的
な
段
階
に
あ

る
状
態
の
こ
と
。

問
▲ �フレイル予防が期待されるみっきぃ☆いきいき体操
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ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
新

年
度
で
市
政
懇
談
会
の
あ
り
方

に
つ
い
て
区
長
協
議
会
と
協
議

を
行
い
た
い
。

小・中
学
生
の
登
下
校
時

の
通
学
路
の
安
全
対
策

　
　

①
小
・
中
学
生
の
登
下
校

時
の
犯
罪
被
害
、不
審
者
、

つ
き
ま
と
い
、
声
か
け
等
に
即

時
対
応
で
き
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
等

の
導
入
や
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
に
つ
い
て
問
う
。

②
全
庁
的
に
組
織
を
横
断
し

た
、
小
・
中
学
生
の
全
て
の
通

学
路
に
お
け
る
安
全
対
策
の
策

定
に
つ
い
て
問
う
。

　
　

①
防
犯
対
策
と
し
て
Ｇ
Ｐ

Ｓ
機
能
に
よ
る
見
守
り
シ

ス
テ
ム
の
存
在
は
認
識
し
て
い

る
が
、
児
童
・
生
徒
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
も
関
わ
る
こ
と
で
あ

り
、
保
護
者
の
判
断
に
委
ね
る

べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
の

で
、
教
育
委
員
会
が
主
導
し
て

整
備
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。
引
き
続
き
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
人
の

目
の
垣
根
隊
、
地
域
の
皆
様
の

協
力
を
得
て
児
童
・
生
徒
が
安

全
に
登
校
で
き
る
よ
う
連
携
を

強
化
す
る
。

②
通
学
路
に
お
け
る
危
険
箇
所

に
つ
い
て
は
、
年
１
回
通
学
路

問答

を
加
え
て
さ
ら
な
る
徹
底
を
図

り
、
管
理
職
が
適
正
に
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
　

時
間
外
勤
務
が
原
因
と
な

り
健
康
を
害
し
た
職
員
は

い
る
の
か
。

　
　

長
時
間
の
時
間
外
勤
務
を

原
因
と
し
て
休
職
や
療
養

休
暇
等
を
取
得
し
て
い
る
職
員

は
い
な
い
。

小
・
中
学
校
の
再
編

　
　

①
ま
ず
は
中
学
校
の
統
廃

合
を
進
め
、
そ
の
後
、
小

学
校
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
と

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
間
、
小

規
模
校
の
メ
リ
ッ
ト
を
よ
り
発

揮
さ
せ
、
子
ど
も
た
ち
の
更
な

る
可
能
性
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま

な
取
組
を
実
施
す
べ
き
で
は
な

い
の
か
。

②
統
廃
合
に
よ
り
廃
校
と
な
っ

た
場
合
の
跡
地
の
利
活
用
に
つ

い
て
問
う
。

　
　

①
小
規
模
校
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
一
人
一
人
に
目
が
届

き
や
す
く
、
き
め
細
や
か
な
指

導
が
行
い
や
す
い
こ
と
や
、
学

校
行
事
な
ど
の
中
で
子
ど
も
た

ち
の
活
躍
の
場
が
多
い
こ
と
、

地
域
と
密
着
し
た
学
習
が
行
い

や
す
く
、
特
色
あ
る
教
育
を
行

問答問答

い
や
す
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

再
編
が
実
施
さ
れ
る
ま
で
の

間
は
小
規
模
校
に
よ
る
教
育
が

継
続
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
メ
リ

ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か
し
つ
つ
、

デ
メ
リ
ッ
ト
の
解
消
に
努
め
る

取
組
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

②
他
市
の
先
進
事
例
を
研
究
す

る
と
と
も
に
、
人
口
減
少
社
会

に
お
け
る
市
全
体
の
公
共
施
設

の
あ
り
方
も
踏
ま
え
、
地
域
の

皆
様
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
く

な
ど
、
地
域
と
と
も
に
さ
ま
ざ

ま
な
選
択
肢
に
つ
い
て
考
え
て

い
き
た
い
。

　
　

子
ど
も
た
ち
の
対
応
力
を

育
む
た
め
に
は
一
定
数
以

上
の
学
校
の
規
模
が
必
要
で
あ

る
と
の
見
解
だ
が
、
他
市
で
は

小
規
模
校
で
あ
っ
て
も
対
応
力

を
十
分
に
育
む
こ
と
に
成
功
し

て
い
る
例
も
あ
る
。

　

小
規
模
校
が
対
応
力
の
育
成

に
適
さ
な
い
と
考
え
る
根
拠
を

問
う
。

　
　

専
門
機
関
の
研
究
結
果
や

科
学
的
な
根
拠
は
示
し
に

く
い
。
こ
れ
ま
で
教
職
員
や
学

校
が
実
践
、
研
究
し
て
き
た
中

で
の
経
験
を
基
に
判
断
し
た
。

※
Ｒ
Ｐ
Ａ

　

主
に
手
順
が
定
型
化
し
て
い

問答

る
事
務
作
業
に
つ
い
て
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
ソ
フ
ト
に
代
行
さ

せ
よ
う
と
す
る
概
念
と
そ
の
手

法
の
こ
と
。

三
木
新
党

　
　
　
　

加
岳
井
茂

市
政
懇
談
会

　
　

①
市
政
懇
談
会
実
施
要
綱

に
よ
れ
ば
、
主
催
者
は
市

及
び
地
区
区
長
協
議
会
と
な
っ

て
い
る
が
、
開
催
目
的
か
ら
判

断
す
れ
ば
、
市
が
主
た
る
主
催

者
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

②
傍
聴
の
可
否
を
判
断
す
る
根

拠
に
つ
い
て
問
う
。

　
　

①
市
と
地
域
住
民
と
が
意

見
交
換
を
行
い
、
市
の
施

策
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
目
的

で
あ
る
た
め
、
市
と
地
域
の
ま

ち
づ
く
り
の
中
心
的
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
区
長
協
議
会
を
主

催
者
と
し
て
定
め
て
い
る
。

②
実
施
要
綱
に
傍
聴
に
つ
い
て

の
規
定
は
な
く
、
ま
た
、
特
に

別
の
定
め
は
な
い
。
こ
の
た
び

の
傍
聴
の
可
否
に
つ
い
て
は
、

区
長
協
議
会
連
合
会
と
市
と
で

協
議
を
行
い
、
市
全
体
で
一
律

に
決
定
す
る
の
で
は
な
く
、
一

方
の
主
催
者
で
あ
る
各
地
区
区

問答

長
協
議
会
で
決
定
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
傍
聴
を
受
け
入
れ
な

い
と
判
断
し
た
区
長
協
議
会
で

は
、
出
席
者
が
気
兼
ね
な
く
意

見
交
換
で
き
る
雰
囲
気
づ
く
り

や
、
傍
聴
者
で
な
く
当
事
者
と

し
て
参
加
す
る
方
を
増
や
す
こ

と
を
重
要
視
し
た
た
め
で
あ

る
。
傍
聴
を
希
望
す
る
市
民
の

声
も
あ
る
の
で
、
今
年
度
の
反

省
点
も
整
理
し
た
上
で
市
と
し

て
も
よ
り
よ
い
開
催
方
法
に
つ

い
て
区
長
協
議
会
と
協
議
し
て

い
く
。

　
　

区
長
は
あ
く
ま
で
市
の
依

頼
し
た
調
査
研
究
、
広
報

活
動
を
行
う
。
ま
た
、
住
民
の

要
望
、
行
政
課
題
等
に
つ
い
て

市
へ
伝
達
す
る
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
市
政
懇

談
会
の
実
質
的
な
主
催
者
は
市

で
は
な
い
の
か
。

　
　

今
回
の
市
政
懇
談
会
は
地

区
別
方
式
に
よ
り
、
行
政

と
地
域
が
対
等
の
立
場
で
実
施

し
て
お
り
、
ど
ち
ら
が
主
副
と

い
う
関
係
で
は
な
い
。

　
　

対
等
で
あ
る
な
ら
、
市
か

ら
区
長
協
議
会
へ
申
し
入

れ
れ
ば
、
傍
聴
に
つ
い
て
反
対

し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
　

行
政
か
ら
傍
聴
の
可
否
の

判
断
を
押
し
つ
け
て
は
な

問答問答
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31
年
度
予
算
編
成
に
当
た
り
30

年
度
の
執
行
状
況
な
ど
を
十
分

に
精
査
し
検
討
す
る
。

⑥
市
が
定
め
る
減
免
要
件
は
、

失
業
、
疾
病
な
ど
に
よ
り
国
民

健
康
保
険
税
を
納
め
る
能
力
が

著
し
く
低
下
し
、
前
年
の
世
帯

の
合
計
所
得
金
額
が
一
定
基
準

以
下
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
預

貯
金
も
一
定
基
準
以
下
の
方
と

な
っ
て
い
る
。
30
年
度
４
月
か

ら
11
月
末
現
在
の
対
象
者
は
１

件
、
減
免
金
額
は
２
万
１
千
４

０
０
円
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
に

も
低
所
得
者
の
方
に
対
し
て

は
、
国
が
定
め
る
軽
減
制
度
に

よ
り
、
そ
の
所
得
に
応
じ
て
７

割
、
５
割
、
２
割
を
軽
減
す
る

措
置
を
実
施
し
て
い
る
。
減
免

制
度
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
す
る
と
と

も
に
、
毎
年
７
月
に
送
付
す
る

国
民
健
康
保
険
納
税
通
知
書
に

チ
ラ
シ
を
同
封
し
て
周
知
を
図

っ
て
い
る
。

　
　

低
所
得
者
の
方
も
均
等
割

や
平
等
割
は
課
税
さ
れ
、

そ
れ
が
生
活
そ
の
も
の
を
圧
迫

し
て
い
る
の
で
さ
ら
な
る
減
免

は
検
討
で
き
な
い
の
か
。

　
　

実
情
に
応
じ
て
分
割
納
付

等
を
お
願
い
し
て
お
り
、

現
行
制
度
に
上
乗
せ
し
た
減
免

問答

安
全
推
進
会
議
で
関
係
部
署
と

調
整
を
図
り
対
策
を
講
じ
て
い

る
。
こ
れ
に
加
え
、
学
校
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
市
民
の
方
か
ら
通
学
路

の
危
険
箇
所
に
関
す
る
情
報
が

寄
せ
ら
れ
た
と
き
に
は
、
必
要

に
応
じ
て
関
係
部
署
と
調
整
を

図
り
な
が
ら
通
学
路
の
安
全
確

保
に
努
め
て
い
る
。

　
　

学
校
安
全
推
進
協
議
会
に

地
域
団
体
が
参
加
し
て
い

な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　
　

地
域
団
体
の
皆
様
に
は
、

学
校
ご
と
に
開
催
す
る
意

見
交
換
会
の
中
で
、
通
学
路
に

関
す
る
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と

で
、
よ
り
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
協
議
が
で
き
る
と
考
え
る
。

　
　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
は
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
問
題
も
あ
る
が
、

万
が
一
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
生

命
と
ど
ち
ら
が
重
い
か
、
そ
の

こ
と
を
念
頭
に
検
討
し
た
の
か
。

　
　

子
ど
も
た
ち
の
命
は
本
当

に
大
切
で
か
け
が
え
の
な

い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
以

前
に
検
討
を
行
っ
た
が
、
発
達

段
階
に
よ
り
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
持
た
さ

れ
る
こ
と
に
反
発
す
る
子
ど
も

も
い
る
の
で
、
プ
ラ
バ
シ
ー
を

含
め
、
保
護
者
の
方
が
最
終
的

に
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。
多
く

の
方
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る

問答問答

現
在
の
方
法
が
最
善
と
考
え

る
。日

本
共
産
党

　
　
　
　

大
眉　

均

国
民
健
康
保
険

　
　

①
所
得
区
分
ご
と
の
国
民

健
康
保
険
加
入
世
帯
数
に

つ
い
て
問
う
。

②
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
状

況
に
つ
い
て
問
う
。

③
全
国
で
均
等
割
、
平
等
割
と

し
て
徴
収
さ
れ
て
い
る
保
険

料
、
保
険
税
は
約
１
兆
円
で
あ

る
。
公
費
を
１
兆
円
投
入
す
れ

ば
均
等
割
、平
等
割
を
廃
止
し
、

多
く
の
自
治
体
が
協
会
け
ん
ぽ

並
み
の
保
険
料
に
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。
全
国
知
事
会
が

国
に
要
望
し
て
い
る
１
兆
円
の

公
費
負
担
に
つ
い
て
問
う
。

④
均
等
割
、
平
等
割
の
廃
止
に

つ
い
て
問
う
。

⑤
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
に
つ

い
て
問
う
。

⑥
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
制

度
の
拡
充
に
つ
い
て
問
う
。

　
　

①
平
成
30
年
12
月
５
日
現

在
で
、
所
得
な
し
の
世
帯

２
千
４
２
７
世
帯
、
１
０
０
万

円
未
満
の
世
帯
２
千
８
１
４
世

問答

帯
、
１
０
０
万
円
か
ら
５
０
０

万
円
未
満
の
世
帯
５
千
７
３
６

世
帯
、
５
０
０
万
円
か
ら
１
千

万
円
未
満
の
世
帯
４
６
２
世
帯
、

１
千
万
円
以
上
の
世
帯
１
３
３

世
帯
で
あ
る
。

②
滞
納
者
の
所
得
階
層
ご
と
の

状
況
は
把
握
し
て
い
な
い
。
直

近
の
滞
納
額
と
件
数
に
つ
い
て

は
、
現
年
度
分
が
３
千
１
３
８

件
で
１
億
３
千
２
１
３
万
８
千

円
、
滞
納
繰
越
分
が
１
千
４
９

０
件
で
４
億
２
千
２
５
３
万
５

千
円
で
あ
る
。
滞
納
に
至
る
要

因
は
低
所
得
、
加
入
者
の
人
数

が
多
く
国
民
健
康
保
険
税
が
高

額
、
国
民
健
康
保
険
制
度
に
不

満
が
あ
る
等
、
そ
の
要
因
は
多

岐
に
渡
っ
て
い
る
。

　

滞
納
処
分
及
び
整
理
を
行
う

際
に
は
個
々
の
財
産
や
収
入
状

況
を
十
分
に
調
査
、
把
握
し
た

上
で
実
施
し
て
い
る
。

③
全
国
知
事
会
、全
国
市
長
会
、

全
国
町
村
会
か

ら
も
要
望
し
て

い
る
と
お
り
、

国
民
健
康
保
険

の
構
造
的
な
問

題
を
解
決
す
る

た
め
に
、
今
後

も
国
に
対
し
て

公
費
負
担
の
増

額
を
継
続
し
て
要
望
し
た
い
。

④
国
の
公
費
負
担
が
増
額
さ
れ

た
場
合
に
は
、
均
等
割
、
平
等

割
の
廃
止
に
限
ら
ず
全
般
的
な

見
直
し
を
検
討
す
る
。
現
在
の

と
こ
ろ
そ
の
財
源
に
つ
い
て
不

透
明
で
あ
る
た
め
廃
止
の
予
定

は
な
い
。

⑤
法
定
外
の
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
れ
に
つ
い
て
は
、
29
年
度

決
算
額
で
保
健
衛
生
普
及
費
繰

入
金
が
７
７
２
万
円
、
そ
の
他

の
一
般
会
計
繰
入
金
が
１
億
６

千
５
０
５
万
円
で
、
合
計
１
億

７
千
２
７
７
万
円
。
ま
た
、
30

年
度
に
国
民
健
康
保
険
税
を
改

定
し
た
が
、
ま
だ
北
播
磨
管
内

で
も
一
番
低
い
水
準
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
30
年
度
の
保
健
衛

生
普
及
費
繰
入
金
が
９
９
２
万

円
、
そ
の
他
一
般
会
計
繰
入
金

が
２
億
８
千
２
５
４
万
円
で
、

合
計
２
億
９
千
２
４
６
万
円
の

予
算
措
置
を
継
続
し
て
い
る
。▲ �納税通知書に同封された

　 こくほだより
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③
学
校
は
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
い
る
が
、
統
廃
合
に
よ
り

そ
の
拠
点
が
失
わ
れ
る
の
で
は

な
い
か
。

　
　

①
条
約
中
の
「
そ
の
児
童

の
年
齢
及
び
成
熟
度
に
従

っ
て
相
応
に
考
慮
さ
れ
る
」
と

の
規
定
を
尊
重
し
つ
つ
、
学
校

再
編
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
人
生
経
験
や
将
来
を
予
測
す

る
力
、
地
域
社
会
と
の
つ
な
が

り
な
ど
総
合
的
な
判
断
力
を
基

に
大
人
が
責
任
を
持
っ
て
果
た

す
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

②
文
部
科
学
省
の
学
習
指
導
要

領
に
お
い
て
は
、
基
礎
基
本
的

な
知
識
や
技
能
の
習
得
と
、
そ

れ
を
使
い
こ
な
す
思
考
力
、
判

断
力
、
表
現
力
、
意
欲
や
人
間

性
が
、
子
ど
も
た
ち
に
必
要
な

資
質
及
び
能
力
と
し
て
定
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
実
現
の
た
め

に
多
様
な
考
え
の
児
童
・
生
徒

同
士
や
教
員
な
ど
と
の
対
話
を

通
じ
て
考
え
を
広
げ
深
め
る
学

び
方
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
に
は
一
定
規
模
の
集
団
を

形
成
し
、
こ
れ
か
ら
の
学
び
に

対
応
し
た
環
境
を
作
り
出
す
こ

と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

③
特
に
小
学
校
が
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て
役
割
を
果

答

制
度
の
改
正
は
考
え
て
い
な

い
。志

公

　
　
　
　

大
西
秀
樹

学
校
再
編

　
　

①
中
学
校
の
統
廃
合
に
つ

い
て
市
の
方
向
性
を
問
う
。

②
小
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

市
の
方
向
性
を
問
う
。

③
学
校
再
編
で
市
が
示
す
具
体

的
な
校
区
割
を
問
う
。

　
　

①
総
合
教
育
会
議
に
お
い

て
、
学
校
再
編
検
討
会
議

の
提
言
に
も
あ
る
と
お
り
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
る
こ

と
を
確
認
し
て
い
る
。し
か
し
、

子
ど
も
や
保
護
者
、
学
校
が

し
っ
か
り
と
準
備
す
る
期
間
が

必
要
と
の
要
望
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
地
域
や
保
護
者
の
方
の
意

見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
検
討
を

進
め
て
い
く
。

②
子
ど
も
の
成
長
度
合
い
の
違

い
な
ど
か
ら
、
中
学
校
の
再
編

と
は
分
け
て
考
え
る
。
志
染
、

口
吉
川
、
豊
地
小
学
校
に
つ
い

て
は
、
中
学
校
の
再
編
の
動
向

を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
ま
ず
中
学
校
を
再
編
し

て
い
く
。
吉
川
の
４
小
学
校
に

問答

つ
い
て
は
統
合
の
方
向
性
で
確

認
し
て
い
る
が
、
集
約
す
る
学

校
等
に
つ
い
て
、
今
後
も
引
き

続
き
説
明
を
行
い
、
意
見
交
換

を
進
め
て
い
く
。

③
平
成
30
年
12
月
に
開
催
予
定

の
総
合
教
育
会
議
に
お
い
て
将

来
的
な
校
区
に
つ
い
て
議
論
す

る
予
定
で
あ
り
、
学
校
再
編
の

全
体
像
に
つ
い
て
時
間
を
か
け

て
進
め
て
行
く
。

　
　

志
染
、
星
陽
、
吉
川
の
各

小
学
校
区
に
つ
い
て
、
ま

ず
ど
こ
か
ら
進
め
て
行
く
予
定

な
の
か
。

　
　

現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

を
お
聞
き
す
る
中
で
、
志

染
中
学
校
、
吉
川
中
学
校
区
の

４
小
学
校
、
そ
し
て
星
陽
中
学

校
を
予
定
し
て
お
り
、
地
域
部

会
で
時
期
も
含
め
た
意
見
を
聴

取
し
、
十
分
議
論
し
た
上
で
準

備
が
整
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
進
め

て
行
く
。

　
　

吉
川
中
学
校
と
星
陽
中
学

校
の
中
間
地
点
に
新
し
い

学
校
を
建
て
る
可
能
性
に
つ
い

て
、
６
月
27
日
の
総
合
教
育
会

議
で
教
育
長
か
ら
発
言
が
あ
り

市
長
も
同
意
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
後
地
域
部
会
や
学
校
再
編

検
討
会
議
で
は
説
明
さ
れ
た
の

か
。 問答問

　
　

説
明
は
し
て
い
な
い
。

　
　

総
合
教
育
会
議
で
出
た
意

見
と
し
て
、
地
域
部
会
や

学
校
再
編
検
討
会
議
で
お
伝
え

し
、
議
論
す
る
べ
き
で
は
な
い

の
か
。

　
　

30
年
12
月
に
開
催
予
定
の

総
合
教
育
会
議
に
事
務
局

よ
り
一
定
の
案
を
お
示
し
し
、

そ
れ
に
基
づ
き
地
域
や
保
護
者

の
皆
様
に
説
明
し
て
い
く
。

　
　

中
学
校
の
統
廃
合
が
決
定

す
れ
ば
小
学
校
の
統
廃
合

も
同
じ
よ
う
に
決
定
し
て
し
ま

う
の
で
は
と
い
う
危
機
感
が
地

域
に
あ
る
の
で
、
誤
解
が
生
じ
な

い
よ
う
慎
重
に
進
め
て
ほ
し
い
。

　
　

多
く
の
様
々
な
意
見
も
聞

い
て
い
る
の
で
、
教
育
委

員
会
も
一
緒
に
な
っ
て
地
域
で

議
論
を
重
ね
て
行
く
。

　
　

市
長
は
、
地
域
の
拠
点
で

あ
る
学
校
が
無
く
な
る
と

い
う
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
だ
け

で
は
な
く
、
新
し
い
学
校
に

よ
っ
て
農
村
地
域
に
子
ど
も
た

ち
が
帰
っ
て
来
る
よ
う
な
取
組

が
大
切
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た

が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な

取
組
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

現
在
、
生
徒
数
が
少
な
い

た
め
に
地
域
外
の
学
校
に

答問答問答問答

通
学
し
て
い
る
生
徒
も
い
る
。

あ
る
程
度
の
集
団
規
模
を
確
保

し
、
三
木
の
学
校
に
通
わ
せ
た

い
と
思
え
る
よ
う
な
学
校
を
つ

く
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
そ

れ
が
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
、
地
域
部
会
で
様
々
な

議
論
が
な
さ
れ
、
地
域
の
意
見

に
お
任
せ
し
た
い
と
考
え
る

が
、
本
当
に
良
い
学
校
が
で
き

れ
ば
、
あ
る
程
度
の
距
離
ま
で

で
あ
れ
ば
通
学
し
よ
う
と
す
る

方
が
お
ら
れ
る
と
考
え
て
い

る
。日

本
共
産
党

　
　
　
　

板
東
聖
悟

学
校
の
統
廃
合

　
　

①
子
ど
も
の
権
利
条
約
で

は
、
児
童
は
自
己
の
意
見

を
表
明
す
る
権
利
を
確
保
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
視
点
か
ら
、
統

廃
合
に
つ
い
て
児
童
や
生
徒
か

ら
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と
や
、

議
論
へ
参
画
さ
せ
る
こ
と
に
つ

い
て
、
市
の
考
え
を
問
う
。

②
一
定
規
模
で
の
教
育
が
有
効

と
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
学

び
の
内
容
や
そ
の
根
拠
に
つ
い

て
問
う
。

問
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に
手
話
通
訳
者
を
同
席
、ま
た
、

口
話
の
補
助
具
と
し
て
筆
談
用

の
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
用
意
し

た
。
就
職
後
の
合
理
的
配
慮
に

つ
い
て
は
、
聴
覚
障
が
い
者
の

方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
音
声
支
援
ア
プ
リ
を
使
用

し
、
研
修
時
に
は
手
話
通
訳
者

を
配
置
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
精
神
障
が
い
の
あ
る

職
員
に
つ
い
て
は
短
時
間
勤
務

か
ら
始
め
て
勤
務
時
間
を
増
や

し
た
り
業
務
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

担
当
の
職
員
を
決
め
る
な
ど
、

安
定
し
て
働
け
る
環
境
を
整
え

る
よ
う
努
め
て
い
る
。

④
障
が
い
者
雇
用
率
の
達
成
に

向
け
た
採
用
計
画
と
し
て
は
、

９
月
に
正
規
職
員
の
採
用
試
験

を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
12

月
に
嘱
託
職
員
、
１
月
に
日
々

雇
用
職
員
の
採
用
試
験
を
実
施

す
る
予
定
と
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
募
集
職
種
は
事
務
職
だ

が
、
施
設
の
維
持
管
理
補
助
等

の
業
務
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
る
。
来
年
度
以
降
の
採
用
に

つ
い
て
も
障
が
い
の
あ
る
方
に

対
し
正
規
職
員
を
含
め
た
採
用

試
験
を
実
施
す
る
。

　
　

国
の
よ
う
な
障
が
い
者
雇

用
数
の
水
増
し
は
行
っ
て

い
な
い
の
か
。

問

た
し
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
が
、
学
校
再
編
に
お
い
て

は
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
を

整
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

ま
ず
は
学
校
づ
く
り
に
優
先
的

に
取
り
組
む
。

　
　

統
廃
合
の
議
論
に
児
童
や

生
徒
を
参
画
さ
せ
な
い
の

は
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
に
あ

る
「
自
己
の
意
見
を
形
成
す
る

能
力
」
が
十
分
備
わ
っ
て
い
な

い
と
考
え
て
い
る
た
め
か
。

　
　

ま
だ
明
確
に
見
え
て
い
な

い
統
合
と
い
う
内
容
に
つ

い
て
子
ど
も
た
ち
が
判
断
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
統

合
が
決
定
し
た
後
に
、
生
徒
会

活
動
や
教
職
員
と
の
準
備
段
階

の
中
で
意
見
を
交
わ
す
と
い
う

方
法
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

　
　

少
人
数
の
学
級
で
は
、
お

互
い
が
切
磋
琢
磨
す
る
能

力
の
育
成
が
困
難
で
あ
る
と
の

こ
と
だ
が
、
こ
れ
ま
で
市
内
に

あ
っ
た
少
人
数
学
級
の
児
童
に

は
、
そ
の
よ
う
な
傾
向
が
実
際

に
見
ら
れ
た
の
か
。

　
　

当
然
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で

の
少
人
数
学
級
の
児
童
も

切
磋
琢
磨
し
て
き
た
と
考
え
て

い
る
が
、
そ
の
広
が
り
に
つ
い

て
は
、
や
は
り
一
定
規
模
の
人

数
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

問答問答

る
。

　
　

複
式
学
級
の
短
所
に
つ
い

て
は
議
論
さ
れ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
が
、
長
所
に
つ
い
て

は
総
合
教
育
会
議
で
具
体
的
な

議
論
が
な
さ
れ
た
の
か
。

　
　

総
合
教
育
会
議
の
中
で

は
、
複
式
学
級
で
は
な
く

少
人
数
学
級
と
し
て
協
議
が
な

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
長
所
に
つ

い
て
も
県
と
協
議
し
た
。

　
　

統
合
に
よ
り
大
規
模
な
学

校
が
で
き
れ
ば
、
そ
こ
へ

子
ど
も
を
通
わ
せ
る
た
め
、
廃

校
と
な
る
校
区
内
で
あ
っ
て
も
、

転
出
し
て
い
た
若
年
層
が
地
元

へ
戻
っ
て
く
る
と
い
う
意
見
が

あ
る
よ
う
だ
が
、
全
国
的
に
見

て
、
統
廃
合
に
よ
り
廃
校
さ
れ

た
校
区
に
若
年
層
が
戻
っ
て
き

た
事
例
は
多
く
あ
る
の
か
。
ま

た
逆
に
、
廃
校
と
な
っ
た
校
区

か
ら
若
年
層
が
転
出
し
、
地
域

が
衰
退
し
た
事
例
は
あ
る
か
。

　
　

他
市
の
統
廃
合
の
結
果
に

つ
い
て
は
、
も
う
少
し
検

証
の
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

走
政
ク
ラ
ブ

　
　
　
　

古
田
寛
明

障
が
い
者
の
雇
用

問答問答

　
　

①
こ
の
た
び
の
三
木
市
に

お
け
る
障
が
い
者
雇
用
率

の
算
定
誤
り
に
至
っ
た
経
過
と

そ
の
原
因
を
問
う
。

②
三
木
市
職
員
採
用
試
験
案
内

に
記
載
の
受
験
資
格
に
お
け
る

不
適
切
な
条
件
に
つ
い
て
当
局

の
見
解
を
問
う
。

③
採
用
試
験
や
職
場
環
境
に
お

い
て
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等

に
関
す
る
法
律
の
趣
旨
に
基
づ

く
合
理
的
配
慮
が
ど
の
よ
う
に

提
供
さ
れ
て
い
る
の
か
を
問
う
。

④
地
方
自
治
体
の
障
が
い
者
の

法
定
雇
用
率
は
２
・
５
％
と
な

っ
て
い
る
が
、
今
後
の
障
が
い

者
雇
用
計
画
に
つ
い
て
問
う
。

　
　

①
障
が
い
者
雇
用
率
の
対

象
と
な
る
職
員
の
解
釈
に

つ
い
て
改
め
て
兵
庫
労
働
局
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
１
年
ご
と

の
契
約
で
あ
っ
て
も
実
態
と
し

て
１
年
を
超
え
る
雇
用
が
あ
る

問答

場
合
は
対
象
者
に
含
め
る
と
の

説
明
を
受
け
、
今
ま
で
の
算
定

が
誤
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明

し
た
。
再
度
精
査
し
た
結
果
、

法
定
雇
用
率
２
・
５
％
に
対
し

て
実
雇
用
率
は
１
・
７
８
％
で

あ
っ
た
。
法
定
雇
用
率
を
達
成

す
る
た
め
に
は
６
人
不
足
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

②
平
成
30
年
９
月
に
実
施
し
た

障
が
い
者
対
象
の
正
規
職
員
採

用
試
験
に
お
い
て
採
用
の
対
象

を
身
体
障
が
い
者
に
限
定
し
、

受
験
資
格
を
自
力
で
通
勤
で

き
、
介
護
者
な
し
で
事
務
職
と

し
て
の
職
務
が
遂
行
で
き
る
方

と
し
て
い
た
。
改
正
後
の
障
害

者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る

法
律
の
趣
旨
に
沿
っ
た
募
集
要

件
の
改
正
が
で
き
て
お
ら
ず
、

深
く
反
省
し
て
い
る
。

　

な
お
、
30
年
12
月
に
実
施
し

た
障
が
い
者
対
象
の
嘱
託
職
員

採
用
試
験
に
お
い
て
は
障
が
い

の
種
別
は
問
わ
な
い
も
の
と

し
、
自
力
で
通
勤
で
き
、
介
護

者
な
し
で
事
務
職
と
し
て
の
職

務
が
遂
行
で
き
る
方
と
の
受
験

資
格
は
撤
廃
し
た
。

③
こ
こ
数
年
の
受
験
者
で
合
理

的
配
慮
を
必
要
と
さ
れ
る
方
は

聴
覚
障
が
い
者
の
方
で
あ
っ
た

た
め
、
必
要
に
応
じ
て
面
接
時
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が
一
番
大
切
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
新
成
人
の
意
見
を
取
り
入

れ
つ
つ
品
位
と
格
式
の
伴
っ
た

内
容
も
必
要
と
考
え
る
。

③
多
く
の
若
者
が
会
す
る
機
会

を
捉
え
、
定
住
促
進
の
Ｐ
Ｒ
を

行
う
事
は
効
果
的
で
あ
り
、
成

人
式
で
は
定
住
促
進
の
啓
発
情

報
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
成
人
式
の
機
会
を

捉
え
、
就
職
や
定
住
に
関
す
る

内
容
も
含
め
、
ど
の
よ
う
な
手

法
が
効
果
的
か
関
係
部
署
と
連

携
し
検
討
し
て
い
く
。

　
　

成
人
式
に
参
加
さ
れ
た
方

が
ど
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ

た
か
把
握
は
し
て
い
る
の
か
。

　
　

具
体
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
等

は
実
施
し
て
い
な
い
が
、

公
民
館
活
動
や
若
者
が
集
ま
る

会
議
な
ど
の
中
で
意
見
の
把
握

に
努
め
て
い
る
。
今
後
、
意
見

聴
取
の
方
法
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

　
　

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に

よ
り
、
民
間
と
連
携
し
実

施
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

　
　

実
行
委
員
会
の
意
見
を
基

に
実
施
し
て
お
り
、
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
等
に
よ
り
民
間
と
連

携
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。 問答問答

　
　

行
っ
て
い
な
い
。

　
　

厚
生
労
働
省
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
定
め
ら
れ
て
い
る

障
害
者
手
帳
の
確
認
や
本
人
か

ら
の
同
意
が
不
十
分
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
か
。

　
　

年
次
ご
と
の
確
認
が
で
き

て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た

め
再
度
調
査
の
際
に
全
員
に
趣

旨
を
説
明
し
、
手
帳
等
の
確
認

を
行
っ
た
。

　
　

先
般
の
保
育
料
の
過
少
請

求
な
ど
も
含
め
、

国
や
県
の
制
度
改
正
が

行
わ
れ
た
際
に
市
の
対

応
が
不
十
分
で
あ
り
、

行
政
組
織
と
し
て
緩
ん

で
い
る
の
で
は
と
い
う

指
摘
を
さ
れ
て
も
仕
方

が
な
い
よ
う
に
思
う
が

市
の
見
解
を
問
う
。

　
　

障
が
い
者
の
皆
様
、

ま
た
、
関
係
者
の

皆
様
に
対
し
て
心
か
ら

お
わ
び
を
申
し
上
げ

る
。
今
後
、
不
祥
事
を

起
こ
す
こ
と
の
な
い
よ

う
に
、
法
解
釈
は
も
と

よ
り
職
員
の
職
務
に
対

す
る
姿
勢
等
に
つ
い
て

指
導
し
て
い
く
。

答問答問答

み
き
未
来
の
会

　
　
　
　

岸
本
和
也

話
せ
る
英
語
教
育

　
　

話
せ
る
英
語
教
育
に
関
す

る
市
の
所
感
を
問
う
。

　
　

小
学
校
で
は
平
成
28
年
度

か
ら
教
育
課
程
特
例
校
の

指
定
を
受
け
、
積
極
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う

と
す
る
態
度
の
育
成
に
努
め
る

な
ど
、
英
語
教
育
に
取
り
組
ん

問答

で
い
る
。
ま
た
、
中
学
校
で
は

英
語
検
定
の
受
験
を
奨
励
し
、

中
学
校
３
年
生
で
英
検
３
級
の

取
得
率
を
31
年
度
末
ま
で
に
29

年
度
21
・
７
％
か
ら
30
％
に
上

げ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　
　

英
語
検
定
の
受
験
費
用
に

つ
い
て
補
助
は
あ
る
の
か
。

　
　

現
在
補
助
は
し
て
い
な
い

が
、
英
語
検
定
受
験
へ
の

興
味
を
高
め
る
た
め
、
受
験
の

テ
キ
ス
ト
や
関
連
書
籍
を
購
入

し
、
各
中
学
校
に
配
布
し
て
い

る
。

　
　

市
で
は
日
常
生
活
や
学
校

の
長
期
休
暇
期
間
な
ど
に

英
語
に
触
れ
る
場
は
あ
る
の
か
。

　
　

市
内
の
全
小
・
中
学
校
及

び
特
別
支
援
学
校
に
Ａ
Ｌ

Ｔ
を
配
置
し
、
休
み
時
間
な
ど

学
校
生
活
の
中
で
英
語
に
親
し

む
機
会
を
設
け
、
英
会
話
力
の

取
得
を
促
し
て
い
る
。
ま
た
、

小
学
校
で
は
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

キ
ャ
ン
プ
や
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ

ス
ト
な
ど
を
行
い
、
英
語
に
親

し
む
機
会
を
創
出
し
て
い
る
。

　
　

Ａ
Ｌ
Ｔ
は
毎
日
学
校
に
来

ら
れ
る
の
か
。

　
　

小
学
校
低
学
年
で
お
お
む

ね
週
に
１
回
で
、
高
学
年

に
な
る
ほ
ど
回
数
を
増
や
し
て

い
る
。

問答問答問答

成
人
式

　
　

①
民
法
改
正
に
よ
り
２
０

２
２
年
４
月
１
日
よ
り
成

人
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら

れ
る
が
、
改
正
以
降
、
成
人
式

参
加
者
の
対
象
年
齢
と
実
施
時

期
に
つ
い
て
市
の
考
え
を
問

う
。

②
若
い
世
代
が
地
元
に
愛
着
が

わ
く
よ
う
な
成
人
式
と
す
る
た

め
、
事
業
内
容
を
見
直
し
て
は

ど
う
か
。

③
成
人
式
と
移
住
定
住
促
進
の

連
携
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て
。

　
　

①
例
え
ば
、
対
象
年
齢
を

18
歳
に
引
き
下
げ
て
現
在

と
同
時
期
に
開
催
す
る
と
す
れ

ば
、
高
校
３
年
生
が
対
象
と
な

り
、大
学
受
験
と
重
な
る
た
め
、

可
能
か
ど
う
か
の
検
証
が
必
要

で
あ
る
。
今
後
、
周
辺
市
町
の

動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
よ
り
多

く
の
方
に
参
加
い
た
だ
け
る
よ

う
検
討
し
て
い
く
。

②
本
市
で
新
成
人
が
実
行
委
員

会
を
組
織
し
て
事
業
内
容
を
企

画
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
恩
師

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ム
ー
ビ
ー
の
上

映
や
歌
手
に
よ
る
ラ
イ
ブ
な
ど

が
行
わ
れ
た
。
成
人
式
は
成
人

と
し
て
の
責
任
を
自
覚
す
る
こ

と
が
で
き
る
内
容
で
あ
る
こ
と

問答

▲ �小学校低学年を対象としたイングリッシュキャンプの様子
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委 員 会 視 察 報 告

視  察  日

視  察  日

視  察  日

視察先・調査項目

視察先・調査項目

視察先・調査項目

富津市
 ・�意見交換会では参加者を数名ごとのグループに分け、ＫＪ法によるブレ

インストーミング形式で意見を出してもらい、それを議員が集約する。
 ・�さまざまな工夫により、市民から建設的な意見が出され、参加した市民

の満足度が向上している点で、非常に優れた手法であると感じた。
佐倉市
・意見交換会では、特定のテーマを定め、参加対象者もテーマに関係する各団

体の代表者に絞って開催している。
・このことにより、テーマに合った意見が集約され、行政の施策への課題の

抽出に役立てることができている点が、非常に参考になった。
両市を通して
・両市の取組を参考に、三木市においても、市民から市政への意見を十分に集約するさらなる工夫が必要である。

千葉県富津市
　 〃 佐倉市

三木市立星陽中学校
　 〃 　志染中学校

株式会社 岡田金属工業所
山陽アムナック株式会社

10月23日（火）～24日（水）

10月18日（木）

11月8日（木）

●議会報告会、意見交換会
●議会改革の取組、意見交換会

●小規模校の現状と
  統廃合問題

●地場産業振興の取組
●農業事業部の取組

所感（抜粋）

◎ 総務文教常任委員会

◎ 民生産業常任委員会

両校を通して
・きめ細やかで丁寧な指導が行われている。
・部活動について、団体競技から個人競技の部へ切り替えたり、他校との合同部活動に取り組むなど工夫

が見られる。
・学校統廃合にあたっては、通学方法を十分検討する必要がある。
・保護者と地域住民の間で小規模校に対する思いが異なっていることに留意すべき。
・学校統廃合にあたっては、地域の周知と理解を深めることが大事である。
・学校統廃合の議論に、生徒の保護者の意見は聞いているが、当事者（生徒）がどのように考えているの

か、意見が反映されていない。

㈱岡田金属工業所
・徹底した自動化により省力化が進んでおり、また製造機械を自社で製作、改良するなど、コスト削減とともに技

術の流出防止も図られている。
・青少年の健全育成を目的に市に寄附を行うなど、自社のみならず市全体の発展にも大きく貢献されている。
山陽アムナック㈱
・生産した酒米を使用し、日本酒の醸造から販売までを行うことは、６次産業化の良い取組であると思われる。
・農業従事者の高齢化や後継者不足などにも対応でき、また作付面積の大小を問わず対応できる設備を導入している。
・就労支援や地域貢献を積極的に展開し、地元農家及び消費者との間に良好な関係を築こうとする姿勢を示している。

所感（抜粋）

所感（抜粋）

行政視察の受入 三木市議会では、他市町村からの行政視察を受け入れています。
平成30年 10月 1日から12月 31日までの受入状況は次のとおりです。

月 日 市町村名 委員会名・会派名 調　査　事　項
10 月 19 日 山口県防府市 絆 縁結び課の取組について

24 日 群馬県安中市 無所属 縁結び課の事業について
31 日 千葉県市原市 総務常任委員会 縁結び課の取組（定住促進事業）

11 月 12 日 岩手県八幡平市 松西会、自由クラブ  他 鉄道廃線後の駅舎及び跡地の再利用による観光振興について
14 日 秋田県由利本庄市 市民創風 縁結び課の取組について
21 日 神奈川県 公明党、わが町 産官学協働のニュータウン再生の取組について

◎ 議 会 運 営 委 員 会

▲ �千葉県富津市役所
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ご意見  １）�緑が丘町東１丁目の一次避難所（うめ公園）に一旦集まってから二次避難所へ坂を登って避難す
るのは困難で現実的ではないのではないか。

　　　　２）�7月豪雨及び台風12号災害時の福祉避難所の開設状況を教えてほしい。

回　答  １）�現地確認しましたが、一次避難所（うめ公園）から2次避難所（緑が丘中学校）への避難経路は、う
め公園の東側に隣接する市道を北側に避難すれば、道路勾配もそれほど急ではなく、距離も最短に
なることから推薦させていただきます。 
地震等の大規模災害が発生した場合には、一次避難所にて各自治会の自主防災組織が安否確認、救
出活動、避難行動を行っていただくようにお願いしていますので、二次避難所に直接避難されま
すと自主防災組織での安否確認に時間を要しますことをご理解ください。

　　　　２）�・7月豪雨　  福祉避難所を6か所開設し、最大時で29名が避難。 
・台風12号　福祉避難所の開設準備をしていたが、避難者が0名であった。

ご意見  �３階フロアーの窓口を、月に１回、平日の19時まで開庁してほしい。

回　答  �現在は、毎月第２土曜日の午前8時半から正午までを開庁しており、市民課及び税務課の一部窓口業務
のサービスを提供しているところです。郵送による証明等の取得方法もあり、これらのサービスでのご
対応をよろしくお願いします。

ご意見  �三木市の観光案内看板のデザインをもっと工夫するとともに、初めて訪問される方にもどう行けばい
いのか分かりやすいものにしてほしい。

回　答  �観光案内看板については、別所ゆめ街道のように関連施設を統一デザインで表示し見つけやすいよう
工夫しております。なお、既存の看板については費用も掛かることから更新を要するタイミングで検
討いたします。

ご意見  �台風被害の復旧工事において、国の事業として進められてきた里脇における果樹園に対する補助を積
極的に考えてほしい。

回　答  �台風20、21号で被災した生産施設の復旧に対する県単独事業(生産施設等災害復旧支援事業)で対応す
る予定です。

１　避難所について

２　市役所の窓口業務について

３　観光振興について

４　果樹園に対する補助について

議会報告会　４会場で 76 名が参加
去る10月22日、25日、26日の3日間、議員16名が2班に分かれ、中央公民館、別所町公民館、口吉川町公民

館、緑が丘町公民館の４会場において、議会報告会を開催しました。当日はお忙しい中、多くの市民の皆様に
ご参加いただきありがとうございました。

このたびの報告会では、条例の制定や一部改正、補正予算な
ど、9月議会の審議内容や議案に対する議員の賛否態度等につい
て説明するとともに、市民の皆様から議会や市政に対するご意
見やご要望をいただき、意見交換を行いました。当日いただいた
ご意見のうち、市政に関するものについては議会から市当局に
お伝えし、回答を求めるとともに、議会に関するご意見について
は、議会内で協議いたしました。

主なご意見とそれに対する回答は、次のとおりです。

議会報告会における住民要望事項　回答

▲ �10月26日　緑が丘町公民館での様子
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ご意見  �道路にひび割れや草が生えているのにそのままになっているところがあるので修繕してほしい。

回　答  �市道については、道路河川課・用地管理課・プロジェクト推進課で月1回の道路パトロールを実施し、
適宜補修を行うなど維持管理に努めています。見落としなどがあり、対応できていないところがあれ
ば、道路河川課まで具体的な場所等をご連絡下さい。

ご意見  �正法寺の展望台ができたが、道路が舗装されていない箇所があり行き交うのが危険である。交互通行
が可能なように、工事用の信号をつけてほしい。

回　答  �正法寺の展望台のご利用については、現在、健常者はふもとの駐車場に車をとめていただいており、
車両を山頂まで乗り入れての利用を考えていないことから、ご提案の交通信号機の設置は考えており
ません。しかしながら、東播磨道の整備による市道付け替えに伴い、市が残地を利用して駐車場を整
備する予定です。これに伴い、現在の駐車場より高い位置に車をとめることができるため、利便性が
向上すると考えています。

ご意見  �緑が丘町中１丁目にはトイレがあるが、他の公園にトイレが無いので困っている。もう少しあった方
がよいのではないか。

回　答  �近隣公園（緑が丘南公園のように広範囲の方が利用されることを想定している公園）についてはト
イレを設置していますが、街区公園（近隣住民の利用を想定した公園）については、トイレの利用は
ご家庭のトイレを利用していただく事を想定していることからトイレを設置しておりません。ご理解
を賜りますようお願いします。

ご意見  �公園の掃除は自治会に任せられているが、高齢者が多くなってのり面の草刈りができない。

回　答  �街区公園（近隣住民の利用を想定した公園）については、周辺住民の方の利用が多いことから清掃・除
草・簡易な剪定等を自治会にお願いしているところで、今後も引き続きお願いしたいと考えています。
しかしながら、場所によっては長いのり面や、急なのり面で対応が困難な場所もあると考えますので、
ご連絡いただきましたら現地確認の上、ご相談させていただきたいと考えます。

ご意見  �青山１丁目まで運行しているバスの便がほとんど無いので増便してほしい。

回　答  �青山地域と緑が丘地域を循環して運行している路線バス（青山・緑が丘循環ルート）の改編による対応
を検討してまいります。

ご意見  �神戸電鉄(株)の高齢者助成（シニアパス）が廃止されたので、それに代わる運賃助成を市で検討して
ほしい。

回　答  �市においては、70歳以上の高齢者などを対象に、神戸電鉄全線が8日間乗り放題となる「神戸電鉄福祉
パス」を既に交付しております。このため、この制度に加え、これと類似した運賃助成を新たに検討
することは、現段階において考えておりません。

ご意見  �別所町公民館にエレベーターを設置してほしい。

回　答  �現在、複数の公民館ではエレベーターが未設置の状況です。こうした館では、高齢者や障がいのあ
る方が利用される際にご不便をおかけしており、エレベーターの必要性は認識しています。公民館
施設の大規模な改修の際に、設置について検討してまいります。

５　市内道路の管理について

６　正法寺展望台までの道路について

７　公園のトイレ設置について

８　公園の掃除について

９　バスの運行について

10　神戸電鉄の運賃補助について

11　別所町公民館について
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決 算 特 別 委 員 会 審 査 報 告  抜 粋

三木市議会事務局　電話 0794（89）2309  　市のホームページアドレスは…http://www.city.miki.lg.jp/

あなたも議会を傍聴してみませんか？

2月 25日（月） 市長新年度施政方針
議案上程・市長提案説明

3月  6日（水）
質疑・一般質問　　 7日（木）

　　 11日（月）
　　 27日（水） 討論・採決等

次回定例市議会は下記の日程で行う予定です。ぜひ傍聴にお越しください。
市役所 ３階みっきぃホールのテレビでもご覧いただけます。

※いずれも午前 10 時から開催する予定です。詳しくは議会事務局までお問い合わせいただくか、市のホームページをご覧ください。

本会議の様子を
ラジオ「エフエム三木」

（76.1ＭＨｚ）
で生放送します

　出会いサポート事業において、お見合いや結婚
成立等多くの実績があがっているので、今後はそ
れを活かし、どうすれば三木市に住んでもらえる
のかを分析し、有効な施策を立ち上げて実施する
など引き続き定住促進に努められたい。

　さまざまなイベントが実施されているが、多くの
地元住民の参加によりイベントを盛り上げていくた
めに、市も積極的に当該団体と連携を図られたい。

　ペットボトルやプラスチック類を引き取っても
らえるスーパーなど、「スリムリサイクル宣言の店」
があるが、そのような店舗の存在を市民に周知し
利用を啓発するとともに、店舗と連携してリサイ
クルの推進に努められたい。

　障がい者の自立した生活に向けて様々な事業が
実施されているが、サービスがあまり利用されて
いない状況にあるので、サービスを必要とされる
方の支援につながるよう、制度について広く周知
を図られたい。

　市の「企業等の子育て支援事業補助金」は平成
29年度をもって廃止されたものの、ワーク・ライ
フ・バランスを推進する市の方針に鑑み、国の補
助制度について市民への周知や利用啓発に努めら
れたい。

　猟銃やわなの設置の免許取得に対する補助制度
について、猟友会や農会長会だけでなく、新規就
農者や農業に携わっていない方々に対しても広く
周知して免許の取得を促し、農作物の被害の軽減
に努められたい。

　公園遊具の維持管理については、民間業者によ
る年に一度の法定点検に加え、自治会の方々から
の情報提供の依頼など、子どもの安全・安心に十
分配慮した遊具の維持管理に努められたい。

　老朽化した管路の改修工事には多額の費用を要す
ることから、費用削減につながる工法の調査研究を
行うとともに、危険個所を優先して改修されたい。

　平成29年度は教育委員会と市長部局のそれぞ
れで事業を推進していたため収入と支出で部署が
異なり、また連携が不十分で事業内容が理解しに
くい面があったため、決算や実績をもとに将来を見
据えた方針を定め、教育委員会で一本化して事業
を推進されたい。

　平成 29 年度各会計決算の認定に関する議案 8 件は、9 月定例会で上程された後、決算特別
委員会で延べ 5 日間にわたって審議され、11 月 29 日の定例会初日に認定されました。
　委員会の審査報告に付された意見、要望の一部をご紹介します。

成婚後の三木市への定住促進

まちづくり活動への助成

有害鳥獣対策

下水道管路の更新

障がいのある方への支援

ごみのリサイクル推進

公園の維持補修

学校・家庭・地域の連携協力推進

ワーク・ライフ・バランスの推進

▲ �二人の仲を取り持つ出会いサポーター
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